
収入

支出

科　目 2023年度
決算額（千円）

被保険者
1人当たり額（円）

健 康 保 険 収 入 3,324,621 565,989
調整保険料収入 46,717 7,953
繰 入 金 350,000 59,585
国庫補助金収入 5,642 961
財政調整事業交付金 29,981 5,104
雑 収 入・その他 40,777 6,942
収 入 合 計 3,797,738 646,534

当健康保険組合の2023年度決算が
2024年7月23日の組合会において、可決されました。

　国に納める介護納付金は年々増加してお
りますが、現在の保険料率18‰を維持しま
した。

一般勘定

介護勘定

　保険料収入は被保険者の増加等により33億円となりま
したが、保険給付費の伸びに加え、高齢者医療のために
国に納めている納付金も増加したため、経常収支では2.7
億円の赤字となりました。今後は団塊の世代全てが75歳
となる2025年を控え、後期高齢者医療制度への支援金は
さらに増加する見込みです。2024年度予算では現在の保
険料率94‰を維持いたしましたが、今後は料率の引き上
げを検討せざるを得ない状況です。

　財政的に厳しい状況でしたが、昨年度並みの7.9千万円
を支出しました。2023年度は第3期特定健康診査等実施
計画の最終年度だったこともあり、当健保でも健診受診率
と特定保健指導実施率の向上に努めました。また、みなさ
んの利便性を図るため、オンラインで受けられる保健指導
やWEBを活用した健康づくりイベントなど、積極的にIT
化を推進いたしました。
　併せて2024年12月からは保険証の新規発行が廃止さ
れるため、マイナ保険証への移行がスムーズに進むよう、
資格確認システム等の整備も実施しました。みなさまにお
かれましても、早めにマイナンバーカードの保険証利用登
録手続きをお願いいたします。

2023年度決算概要

保健事業等の実施状況

収支差引額
114,254千円

決算のお知らせ
2023年度

収入合計

支出合計

収入支出差引額

37億9,774万円
36億8,349万円
1億1,425万円

収入支出決算額

科　目 2023年度
決算額（千円）

被保険者
1人当たり額（円）

事 務 費 98,451 16,760
保 険 給 付 費 2,042,183 347,665
（法定給付費） 2,012,984 342,694
（付加給付費） 29,199 4,971
納 付 金 1,410,360 240,102
（前期高齢者納付金） 585,029 99,596
（後期高齢者支援金） 811,898 138,219
（その他） 13,433 2,287
保 健 事 業 費 79,429 13,522
財政調整事業拠出金 46,566 7,927
そ の 他 6,495 1,107
支 出 合 計 3,683,484 627,083

収入合計

支出合計

収入支出差引額

4億7,796万円
4億1,651万円
6,145万円

収入支出決算額

その他
4.3億円 11.2%

その他
5.3千万円 1.4%

事務費
9.8千万円 2.7%

調整保険料収入
4.6千万円 1.2%

健康保険収入
33.2億円 87.5%

保険給付費
20.4億円 55.4%

納付金
14.1億円 38.3%

その他 2千円 0.1%

その他 10万円 0.1%

介護納付金
4.1億円 99.9%

決算残金1.1億円
は法定準備積立金
及び別途積立金と
して積み立てまし
た。 

会社とみなさんから納めてい
ただいた保険料です。

みなさんが病気やけがをした
ときの医療費や出産・傷病時
の手当金として
支出しました。 

高齢者の医療費として国に支出
しました。
支出の約4割を
占めています。 

保健事業費
7.9千万円 2.2%

みなさんの健康維持・増進の
ための健診や特定保健指導、
WEB関連事
業等に支出し
ました。

■�2023年5月に新型コロナが5類感染症となり、健康保険組合を取り巻く状況もコロナ禍以前の状態
に戻り、保険給付費も急増しました。

■�保険料収入は伸びたものの、保険給付費と納付金の増加により、厳しい状況に変わりありません。

収入

支出

収入

支出

介護保険収入
4.7億円 99.9%


